
 

 

 

 

45日間という長かった夏休みも終わり、2学期がスタートしました。今学期の始業式は、暑さ対策のため、リ

モートで行いました。校長先生からは、「歳月人を待たず」どんな状況でも時間は過ぎ去っていくので、一日一日

を大切に何でも自ら進んで挑戦し、堂々と胸を張って終わる２学期にしていきましょうというお話がありました。  

また、代表児童は、２学期の目標について、「読解力を付けるため、本をたくさん読む」「友達と仲良くするた

め、優しい言葉遣いを心掛ける」ことを発表してくれました。 

その後、生徒指導主任より、いじめ問題に関する指導がありました。言ってはいけない言葉を具体的に示し、

その後、詩「ひとつのことば」を朗読しました。言葉のもつ意味を知り、相手を思いやり、優しい言葉であふれ

る尾野見小学校になってほしいと思います。 

２学期は、１年の中で一番長く、行事も多い学期になります。一人一人がもてる力を発揮し、充実した学校生

活が過ごせるように、取り組んで参ります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月３日（木）志布志市教育委員会学校教育専門官・公認心理士 武隈 順子先生をお招きし、「子どもの人

権」について講話を実施しました。武隈先生は、これまでの豊富な経験を基に、教師・母親・心理士など、様々

な視点から子育てのヒントをくださり、参加された保護者の方もうなずきながら、話に聴き入る様子が見受けら

れました。 

自分の子どもと一生のうちで一緒に過ごせる時間は、母親が約７年６か月、父親が約３年４か月というデータ

があるそうです。あまりの短さに驚き、衝撃を受けました。1日１分でもスマホを置いて、自分の子どもと目を

合わせて、向き合う時間を大切にしてほしいというというお話でした。 

そのためにも、まずは、自分の人生を楽しみ、自分を大切にすること「自分が笑顔でいること」が子どもの笑

顔につながっていくという前向きな気持ちになれる素晴らしい講話でした。お話を聴き、これからどう子どもと

向き合っていけばよいか考える機会になったと思います。 

  

  

 

 

家庭教育学級 

2 学期がスタートしました 


